
 

2018 年 11 月号（No80）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています（特に

PubMedアブストラクトへリンクできるよう） 
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【米FDA 】アジスロマイシン：同種造血幹細胞移植後の長期使用でがん再発・死亡リスク上昇 
【EU EMA】ヒドロキシエチルデンプン含有輸液：新たな安全対策の導入により販売継続 
【英 MHRA】デノスマブ：ゾレドロン酸より新規悪性腫瘍発生のリスクが高い 
【WHO】クエチアピンとバルプロ酸の薬物相互作用 
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医師国家試験に挑戦しよう（問題） 
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医師国家試験に挑戦しよう（正解と解説） 
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順天堂大順天堂医院の新生児取り違え事件 
新生児取り違えと「親を知る権利」 
アメリカ社会にはトランプを支持する土台がある 
 
 
 

アメリカが生殖補助医療に虚偽科学を採用した 
生命倫理に反する虚偽科学は人々を不幸にする 
おわりに 
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編集後記：★この80号が、編集長としての最終号となる。81号からは木元さんにバトンタッチす

る。「薬のチェックは命のチェック」と「正しい治療と薬の情報（TIP）」を統合し2015年に「薬の

チェックTIP」として出発してから４年が経過した ★「よい薬よ 登場してほしい！」（59号エデ

ィトリアル）との期待とは逆に、その後も良い薬は出ない。4年間扱ったNew Products 61剤中「無

用・有害」が４分の３を占め、「有用」は２剤。ノーベル賞受賞につながるニボルマブも本誌の評価

は限定使用。限定使用がかろうじて20％を占めた ★今号で扱った帯状疱疹サブユニットワクチン

は、久々の「よい薬剤」か、と期待したが、残念ながら、害の面で大きな疑問があり、判定保留と

なった ★今後もよい薬は期待できそうにない。ランダム化比較試験でなく、データ操作の容易な

観察研究による承認を規制当局が目指し、コクランも信頼できなくなったからだ ★それにしても、

本誌の読者数が増えない。科学的に確かな情報を発信している情報誌は他にない、と自負している

のだが…。読者のみなさまからのアイディア、支援をあらためてお願いいたします。（は） 


